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未知なる世界への一歩を踏み出し続けるMRXX工法

工法 

土質に応じて掘削拡大ビットおよび掘削撹拌ロッドを変えることにより、多くの地盤で施工が可能

さまざまな地盤に適用1

掘削拡大ビットの拡翼を油圧機構で操作することにより、リアルタイムでの開閉確認が可能

油圧機構による拡大掘削3

杭先端部に大型縞鋼板を配したST杭を使用し、高強度な拡大根固め球根に定着させるため、支持力が大幅増大

先端支持力の増大5

本工法では、必ず施工管理装置を用いることにより、リアルタイムで施工状況の確認が可能

全数施工管理装置の取付け2

正回転での拡大根固め球根築造が可能なため、球根内の土砂排土率を高め高品質な球根を築造できる

高品質な根固め球根の築造が可能4

特徴

引抜き支持力の増大6
新たに引抜き方向の地盤の許容支持力について評定を取得し、引抜き力が大きな高層建築物等にも対応可能

拡頭杭の使用が可能なため、水平抵抗力の確保が容易

水平抵抗力の確保7
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 ■（一財）ベターリビング
地盤改良・杭基礎等品質評価に係る 
一連の杭基礎等の構造方法の登録 
BLGEOーCPー001ー06

  ■（一財）日本建築センター評定
　引抜き方向の地盤の許容支持力

 

BCJ評定ーFD0576ー01 
（砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤）

  
 

  
 

砂質地盤
TACPー0226
TACPー0522
TACPー0598

礫質地盤
TACPー0227
TACPー0523
TACPー0599

粘土質地盤
TACPー0228
TACPー0600

 

■ 国土交通大臣認定
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先端に大型縞鋼板または大型縞鋼板と溝を配したST杭を、高強度な拡大根固め球根に定着させることによって
先端支持力を大きくとることができます。また、引抜き方向の評定取得によりアスペクト比が高い構造物などの
引抜力が作用する設計の場合においても適用可能になります。

α ：くい先端支持力係数（砂質地盤、礫質地盤α＝490　粘土質地盤α＝416）
β ：砂質地盤、礫質地盤におけるくい周面摩擦力係数（β＝5.2）
γ ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（γ＝0.72）
N ： 最下端くい下面より下方に1.0D2、上方に1.0D2区間の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回） 

（ただし、20≦N≦60とする。なお、個々のN値の最大値を100とし、N＞60の場合、N＝60とする。） 

Ap ： くい先端閉塞断面積（㎡） 
Ap＝π・

Ns ： くい周面摩擦力を考慮できる地盤中、砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回） 
（ただし、Ns≦30とする。なお、Ns＞30の場合、Ns＝30とする。）

qu ： くい周面摩擦力を考慮できる地盤中、粘土質地盤の平均一軸圧縮強度（kN/㎡） 
（ただし、qu≦200（kN/㎡）とする。なお、qu＞200（kN/㎡）の場合、qu＝200（kN/㎡）とする。）

Ls ：砂質地盤、礫質地盤のくい周面摩擦力を考慮できるくいの長さ（m）
Lc ：粘土質地盤のくい周面摩擦力を考慮できるくいの長さ（m）
ψ ： くい周長（m） 

（ただし、盛土、表土についてはボーリング柱状図に地盤種類が明確で、N値の記載があるものについてのみ周面摩擦力を考慮する。）

λ ：砂質地盤、礫質地盤におけるくい周面摩擦力係数（λ＝4.2）
μ ： 粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（μ＝0.58）
Wp ：くいの有効重量（kN）
※α、β、γ、λ、μにおいて地震時に液状化するおそれのある地盤およびその上方にある地盤は除く。

 押込み方向の支持力に関する係数

 引抜き方向の支持力に関する係数

※適応くい径に関してはご相談下さい

※適応くい径に関してはご相談下さい

1 押込み力・引抜き力が大きくとれます
先端に大型縞鋼板または大型縞鋼板と溝を配した ST杭を、高強度な拡大根固め球根に定着させることによって
先端支持力を大きくとることができます。また、引抜き方向の評定取得によりアスペクト比が高い構造物などの
引抜力が作用する設計の場合においても適用可能になります。

1.押込み方向の長期許容支持力 Ra＝ 3
1 Ru（kN）

2.押込み方向の短期許容支持力 Ra＝ 3
2 Ru（kN）

 Ru＝αNAp＋（βNs Ls＋γquLc）ψ（kN）

3.引抜き方向の短期許容支持力 tRa＝ 3
2（λ NsLs＋ μquLc）ψ +Wp（kN）

許容支持力

長期許容杭先端支持力早見表（砂質地盤・礫質地盤）
呼び名 4050・4550 4555 5060 6070 7080 8090 80100・90100 90110・100110 100120・110120

N値

20 641 776 923 1257 1641 2077 2564 3103 3693
25 801 970 1154 1571 2051 2596 3205 3879 4616
30 962 1164 1385 1885 2462 3116 3847 4654 5539
35 1122 1357 1616 2199 2872 3635 4488 5430 6462
40 1282 1551 1846 2513 3282 4154 5129 6206 7385
45 1442 1745 2077 2827 3693 4673 5770 6981 8308
50 1603 1939 2308 3141 4103 5193 6411 7757 9232
55 1763 2133 2539 3455 4513 5712 7052 8533 10155
60 1923 2327 2769 3770 4924 6231 7693 9309 11078

（kN）

長期許容杭先端支持力早見表（粘土質地盤）
呼び名 4050・4550 4555 5060 6070 7080 8090 80100・90100 90110・100110

N値

20 544 659 784 1067 1393 1763 2177 2634
25 680 823 980 1333 1742 2204 2721 3293
30 816 988 1176 1600 2090 2645 3266 3951
35 952 1152 1372 1867 2438 3086 3810 4610
40 1089 1317 1567 2134 2787 3527 4354 5269
45 1225 1482 1763 2400 3135 3968 4898 5927
50 1361 1646 1959 2667 3483 4409 5443 6586
55 1497 1811 2155 2934 3832 4849 5987 7244
60 1633 1976 2351 3200 4180 5290 6531 7903

（kN）



MRXX工法に使用する杭材の先端部には、拡大根固め球根と一体化を計るため、  
大型縞鋼板と溝を配置します。
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 杭施工完成概要図

 杭先端部の寸法

 杭先端部

掘起し状況
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拡頭杭（TYPEⅡ）を使用することによって水平抵抗力を大きくとることができます。

2 水平抵抗力が大きくとれます
 基礎杭の種類と寸法

表示マーク例
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HIT-STパイル
P H C - A
1 1 0 1 2 0 - 1 0

（単位：mm）

呼び名 D1 
（杭軸径）

D2 
（杭先端径）

D0 
（掘削径）

拡大根固め 
球根径

4050 400 500 550 750

4550
450

500 550 750

4555 550 600 825

5060 500 600 650 900

6070 600 700 750 1050

7080 700 800 850 1200

8090
800

900 950 1350

80100 1000 1050 1500

90100
900

1000 1050 1500

90110 1100 1150 1650

100110
1000

1100 1150 1650

100120 1200 1300 1800

110120 1100 1200 1300 1800

（単位：mm）

呼び名 D1 D2 L1 L2 a b Ls

4050 400 500
120 120 15 15

2

4550
450

500

4555 550

160 160 20 205060 500 600

6070 600 700

7080 700 800
200 200 25 25

8090
800

900

80100 1000

240 240 30 30
90100

900
1000

90110 1100

100110
1000

1100

100120 1200
280 280 35 35

110120 1100 1200

Ls：縞部の凸高さ

チェック！
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拡大掘削の確実性
油圧機構による掘削拡大ビットを採用しているため、油流量による確実な拡大掘削管理を可能にしました。
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3  MRXX工法施工手順

 拡大計画径
 拡大掘削径

4



・Aライン油圧ホース
・Bライン油圧ホース

・信号ケーブル
・電源ケーブル

・表示ボックス

・電流検出器

・中継箱

・高低速検出ケーブル

・可搬型油圧ユニット

・深度検出器

・流量検出器

・管理者

・圧力検出器

・信号ケーブル・深度ケーブル
・表示ケーブル

・信号ケーブル
・表示ケーブル

・計測器

・油流量検出器

・深度検出器

管理装置

球根部築造確認画面

積分電流値確認画面掘削拡大ビット

 施工管理装置基本構成図

施工管理装置を用いることによって確実な拡大根固め球根の掘削管理を実現しました。

4 確実な施工管理を実現
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 管理装置取付け例

基礎ぐいの周囲および先端地盤  
 ： 砂質地盤・礫質地盤及び粘土質地盤

 適用する地盤の種類

先端地盤砂質地盤 ： くい施工地盤面 －51m
先端地盤礫質地盤 ： くい施工地盤面 －53m
先端地盤粘土質地盤 ： くい施工地盤面 －52m

 最大施工深さ

床面積の合計が1,000,000㎡以下の建築物

 適用する建築物の規模

4050 ～ 5060 ： くい施工地盤面 －9m
6070 ～ 80100 ： くい施工地盤面 －10m
90100～ 110120 ： くい施工地盤面 －11m

 最小施工深さ（引抜き評定適用の場合）

ラフター型杭打機管理装置取付け例

クローラ型三点支持式杭打機 管理装置取付け例

土質に応じて掘削拡大ビットおよび掘削撹拌シャフトを変えることにより、多くの地盤で施工可能。

5 様々な地盤に対応可能
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21.6.3000.C21

!  注意と御願い
・掲載した工法及び製品によって建築物の基礎を設計する場合、関連法規等を遵守して適切な設計をして頂きますよう、御願いいたします。
・施工される地域により地盤、土質状況が異なり、各製品、工法での施工性能が均等に発揮できない場合がございます。
・本カタログに記載している仕様に関して、施工現場の立地条件や工場の生産能力等により、ご希望の仕様で施工できない場合がございます。
・本カタログに記載された施工については、株式会社トーヨーアサノ及び株式会社トーヨーアサノが承認した施工会社が行います。
・記載した内容及び仕様は、予告なく変更する場合があります。
・本カタログに関するご不明な点、または詳細な内容につきましては弊社までお問合せ下さい。

!  免責事項
本カタログ記載の製品・工法に関し問題が発生した場合は、弊社にて対応させていただきますが、下記の免責事項のご確認を御願い申し上げます。
・本カタログに記載された事項に反した設計、施工により問題が発生した場合。
・標準仕様以外に使用者の指示した仕様、施工方法等により問題が発生した場合。
・標準仕様以外の使用者から支給された材料、部品により問題が発生した場合。
・あらかじめ定めた用途、部位以外に使用し、それにより問題が発生した場合。
・株式会社トーヨーアサノ及び株式会社トーヨーアサノが承認した施工会社以外の会社によって施工され、それにより問題が発生した場合。
・使用者もしくは第三者の故意又は過失により問題が発生した場合。
・引渡し後、構造、性能、仕様等の変更を行い、これにより問題が発生した場合。
・重大な瑕疵を発見後、速やかに届出がなされず、これにより問題が発生した場合。
・構造物の変形、老朽化等の外部からの外力、製品以外の外的要因により問題が発生した場合。
・開発、製造、販売、施工時に通常予測される環境（温度、湿度、地盤状況、その他）等の条件下以外における使用により問題が発生した場合。
・ 設計時、施工時に想定された以上の不可抗力（天災、地震、地盤沈下、火災、爆発、その他予測できない自然現象と周辺環境に起因するもの）が 
原因となり問題が発生した場合。

※ 本カタログに記載されている内容は、製品についての情報開示を目的としています。必ずしも保証品質として記述していない部分も含んでいますので、
ご注文に際しては詳細をご確認ください。また、予告なく内容を改訂する場合がありますのでご了承ください。

本　　　　　　　　社 〒410-0312 静岡県沼津市原315-2 TEL 055-967-3535 FAX 055-966-2524
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開 発 営 業 部 〒160-0022 東京都新宿区新宿5-13-9 太平洋不動産新宿ビル5F TEL 03-3356-3172 FAX 03-3350-8776
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工　　　事　　　部 〒160-0022 東京都新宿区新宿5-13-9 太平洋不動産新宿ビル5F TEL 03-3356-3173 FAX 03-3356-3269
施 工 業 務 部 〒160-0022 東京都新宿区新宿5-13-9 太平洋不動産新宿ビル5F TEL 03-3356-3175 FAX 03-3356-3269
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